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研究成果の概要（和文）：ヒトアデノウイルス(HAdV)は最も重要な小児の呼吸器感染症および大人の流行性角結膜炎の
起因病原体である。本研究で学校サーベイランスをHAdVのアウトブレークの早期探知に用い、複数のPCR法(全塩基配列
決定を含む)によりHAdVの型別をした。その結果、呼吸器感染症では1～5型、56型、57型、眼感染症では1～5型、8、11
、37、53、54、56、64型に加え、世界で初めての48型組換え型が検出された。

研究成果の概要（英文）：Since 2007, new genotypes of HAdVs had been reported and caused outbreaks in 
Japan. New genotypes were mainly designed by complete genome sequence (or plural important region). In 
this study we used syndromic surveillances of to detect outbreaks of HAdVs, rapidly. By using plural PCR 
applications, rapid typing was possible from 90 ocular samples and 300 respiratory samples.
As the result, respiratory HAdVs were typed as HAdV-1 to -5, HAdV-56, and HAdV-57. Ocular HAdVs were 
typed as HAdV-1 to -5, HAdV-8, HAdV-11, HAdV-37, HAdV-53, HAdV-54, HAdV-56, HAdV-64, and HAdV-48 related 
recombinant strain. Novel HAdV-48 related recombinant strain isolated in two area. HAdV-3 was most 
frequently associated with outbreaks of pharyngoconjunctival fever. HAdV-4 caused respiratory infections 
among children.

研究分野： ウイルス学

キーワード： サーベイランス　検査　公衆衛生　アデノウイルス　組換え型

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 アデノウイルス性結膜炎は年間100万人以
上発生し、感染症発生動向調査により監視さ
れている。しかし当時の方法では定点に指定
された医療機関のみからのみ、その情報が集
まり、病原体検査を実施していない自治体も
存在した。 
 
２．研究の目的 
 学校等でのアデノウイルス性角結膜炎の
発生を迅速に探知して、新型アデノウイルス
(52～67 型)を含むアデノウイルスについて
病原体診断を実施して日本での流行状況を
正確に把握する。 
 
３．研究の方法 
 学校サーベイランスなどの症候群サーベ
イランスと迅速病原体診断の組合せによっ
て日本における新型アデノウイルスの正確
な流行状況を調査した。迅速診断陽性となっ
た小児科 300 検体、眼科 90 名等の検体に関
してウイルス型別を行った。 
 
４．研究成果 
  ヒトアデノウイルス(HAdV)は最も重要な
小児の呼吸器感染症および大人の流行性角
結膜炎の起因病原体である。本研究で学校サ
ーベイランスを HAdV のアウトブレークの早
期探知に用い、複数の PCR 法(全塩基配列決
定を含む)により HAdV の型別をした。その結
果、呼吸器感染症では 1～5型、56 型、57 型、
眼感染症では 1～5 型、8、11、37、53、54、
56、64 型に加え、世界で初めての 48 型組換
え型が検出された。また、57 型の本邦初の検
出確認も出来た。 
 
（＊医療機関・国立感染症研究所・地方衛生
研究所等との連携等によります） 
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